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地域で学び、活動する
皆さんを応援します

　
国
道
１
０
５
号
線
七
日
市
地
区
岩
脇
坂

を
登
り
、大
野
台
の
松
栄
地
区
に
入
る
と

道
路
両
側
７
〜
８
０
０
ｍ
に
わ
た
り
約
90

本
の
桜
の
木（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。樹
齢
は
お
よ
そ
60
年
で
す

が
、４
月
末
か
ら
の
開
花
時
期
に
は
す
ば

ら
し
い
桜
の
ト
ン
ネ
ル
と
な
り
、ド
ラ
イ

バ
ー
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
ほ
か
、道

の
両
側
の
花
見
を
す
る
た
め
に
散
策
に
訪

れ
る
人
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

　
昭
和
26
年
、地
区
の
青
年
会
員
が
中
心

と
な
り
、両
親
た
ち
を
喜
ば
せ
楽
し
ま
せ

た
い
思
い
で
県
外
か
ら
桜
の
幼
木
を
購
入

し
、翌
年
植
え
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。桜
の

木
が
植
え
ら
れ
る
前
は
、地
名
の
通
り
ア

カ
マ
ツ
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、太

平
洋
戦
争
中
に「
松
根
油
」（
飛
行
機
や
車

両
な
ど
の
代
替
燃
料
）を
得
る
た
め
す
べ

て
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。 

　
松
の
幹
の
太
さ
は
、子
ど
も
た
ち
が
３

人
で
手
を
つ
な
ぐ
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、明

治
の
こ
ろ
か
ら
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。 

　
当
時
松
栄
地
区
で
は
桜
が
開
花
す
る
と
、

会
館
前
で
花
見
会
を
行
い
と
て
も
盛
り
上

が
っ
た
そ
う
で
す
。自
治
会
で
は
、春
先
３

月
に
桜
の
枝
切
り
の
手
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、老
木
に
な
っ
て
き
た
の
で
、枯
れ

枝
が
車
や
通
行
者
に
落
下
す
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、鳥
な
ど
の
被
害
に
よ
り
よ
く
咲

か
な
い
の
が
悩
み
と
い
い
ま
す
。北
秋
田

市
の
数
少
な
い
名
勝
地
、地
域
の
活
性
化

と
し
て
ぜ
ひ
末
永
く
保
存
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。 

▽
平
成
８
年
２
月
29
日
指
定
記
念
物(

名
勝
）

▽
資
料
／「
秋
田
の
桜
」、「
秋
田
の
名
勝
・
天

然
記
念
物
」
ほ
か
▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文

化
財
保
護
審
議
会
委
員
　
照
内
捷
二 

◇
所
在
地
・
北
秋
田
市
松
栄 

◇
管
理
者
・
松
栄
自
治
会 

 

▲北秋田市指定記念物「松栄桜並木」 

▼ 

　鷹巣地区公民館まつりが１２月５日、中央公民館で、

開催されました。この催しは、毎年中央公民館や鷹

巣地区公民館６館で活動している講座やサークルの

会員などで日頃の成果を発表しているものです。 

　午前中に、佐藤貞勝氏による「トーク＆ライブ」

が行われ、ご自身の経験や懐かしい歌を交えながら

心の健康について語りました。参加者は、会場いっ

ぱいに笑い声を響かせたり、涙したりしていました。 

　午後からは、「秋田の地魚、旬の魚」と題して杉

山秀樹氏による講演が行われ、季節ごとに秋田で獲

れる魚について紹介していただきました。また、ハ

タハタの生態や秋田のハタハタ文化を守るための取

り組みなどにも理解を深めました。 

　講演終了後には、各地区公民館で活動しているサー

クルによる演示発表が行われ、各グループの熱演に

会場から大きな拍手が送られていました。 

　また館内には、押し花や折り紙などのサークルに

よる作品も展示され、丁寧に作られた作品に訪れた

人たちは感心して見入っていました。 

北秋田市教育委員会

 

�狙って逃げて、ドッジボールで熱戦
〜第１９回合川少年ドッジボール大会〜

�交流と学習でいきいきはつらつ
〜鷹巣地区公民館まつり〜

�日本とエジプトの古代文化にふれる
〜合川ことぶき大学「移動研修」〜

﹁
簡
単
あ
っ
た
か
鍋
料
理
﹂〜
男
の
講
座

期
　
日
　
１
月
14
日(

木)

・
21
日（
木
） 

　
　
　
　
28
日（
木
） 

時
　
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時 

場
　
所
　
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー 

講
　
師
　
斉
藤
イ
ヨ
子
さ
ん 

定
　
員
　
10
名 

材
料
費
　
５
０
０
円
程
度 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具 

申
込
期
間
　
１
月
４
日(

月)

〜
８
日(

金)

※
内
陸
線
を
利
用
で
き
る
時
間
帯
で
す 

﹁
Ｊ
Ｗ-

Ｃ
Ａ
Ｄ
入
門
﹂

　
　
〜
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

　

パ
ソ
コ
ン
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
フ
ト
を
使
っ
て

設
計
図
を
描
き
ま
す
。 

期
　
日
　
１
月
12
日(

火)

・
19
日
（
火
） 

　
　
　
　
26
日
（
火
） 

時
　
間
　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時 

場
　
所
　
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー 

講
　
師
　
片
岡
勉
さ
ん 

定
　
員
　
10
名 

内
　
容
　
フ
リ
ー
ソ
フ
ト「
Ｊ
Ｗ-

Ｃ
Ａ
Ｄ
」

の
基
本
操
作
、平
面
図
製
図 

対
　
象
　
マ
ウ
ス
操
作
の
で
き
る
方
、

Ｊ
Ｗ-

Ｃ
Ａ
Ｄ
の
初
心
者(

初
級
経
験
者

も
可
）、３
日
間
受
講
可
能
な
方 

受
講
料
　
無
料(

事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い) 

申
込
期
限
　
１
月
８
日（
金
） 

﹁
リ
ト
ミ
ッ
ク
体
験
﹂ 

　
音
楽
と
楽
し
く
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、心

と
体
を
育
て
る
音
楽
体
験
で
す
。 

日
　
時
　
１
月
23
日(

土) 

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時 

場
　
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

講
　
師
　
杉
渕
路
子
さ
ん 

対
　
象
　
２
歳
〜
就
学
前
の
幼
児（
付
き

添
い
を
お
願
い
し
ま
す
） 

持
ち
物
　
着
替
え
や
タ
オ
ル 

受
講
料
　
無
料(

事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い) 

申
込
期
限
　
１
月
20
日（
水
） 

    

　
文
化
財
を
守
り
、防
災
意
識
を
高
め
る

た
め
、次
の
と
お
り
消
防
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。地
域
の
方
々
の
参
加
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

日
　
時
　
１
月
24
日(

日) 

時
　
間
　
午
前
９
時
〜
10
時 

場
　
所
　
阿
仁
銀
山
地
内 

　
　
　
　（
伝
承
館
・
異
人
館
） 

集
合
場
所
　
阿
仁
分
署
脇 

訓
練
内
容
　

▽
市
民
／
消
火
器
及
び
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
初
期
消
火
／
文
化

財
の
搬
出
▽
消
防
署
・
団
／
放
水
、

広
報
活
動
等
　 

　
小
学
生
集
ま
れ
〜
！

手
作
り
「
ジ
ャ

ン
ボ
か
る
た
・
す
ご
ろ
く
」（
北
秋
田
編
）

を
楽
し
み
な
が
ら
地
域
を
学
ぼ
う
。「
む

か
し
っ
こ
」も
あ
り
ま
す
よ
♪ 

期
　
日
　
１
月
23
日(

土) 

時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

場
　
所
　
中
央
公
民
館（
送
迎
バ
ス
運
行) 

対
　
象
　
北
秋
田
市
と
上
小
阿
仁
村
の

小
学
生 

参
加
費
　
無
料（
全
員
に
参
加
賞
あ
り
） 

申
込
期
限
　
１
月
19
日（
火
） 

     

　
現
在
、東
京
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ

て
い
る
「
国
宝

土
偶
展
」の
無
料
観
覧
券

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
土
偶
展
に
は
、

伊
勢
堂
岱
遺
跡
出
土
の
板
状
土
偶
を
は

じ
め
、全
国
各
地
の
縄
文
土
偶
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。 

応
募
方
法
　
生
涯
学
習
課
文
化
班（
中
央
公

民
館
２
階
）に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

先
着
30
枚（
お
一
人
様
２
枚
限
り
） 

受
付
日
時
　
１
月
４
日
〜（
土
日
祝
日
を
除
く
） 

「
国
宝
　
土
偶
展
」 

場
　
所
　
東
京
国
立
博
物
館（
上
野
公
園
） 

開
催
期
間
　
２
月
21
日（
日
）ま
で 

　合川ことぶき大学では、「移動研修」で青森市を訪

ねました。はじめに、『三内丸山遺跡』でガイドボラ

ンティアによる説明に耳を傾けながら、復元された

縄文時代の大型掘立柱建物や出土された土器や土偶

等を見学しました。 

　また、青森県立美術

館で開催されていた『吉

村作治の新発見！エジ

プト展』で、遠い異国

の出土品を間近で見学し、

古代文化にふれる一日

となりました。 

　第１９回合川少年ドッジボール大会が１１月１５日、

合川体育館で行われ、３年生から６年生の小学生、

８チーム８８人が熱戦を繰り広げました。 

　この大会は子どもたちの心身の健康増進と親睦交

流を深めることなどを

目的として毎年開催し

ています。 

　異学年同士ながらチー

ムワークは抜群で、父

母らの声援を受けながら、

熱気あふれるゲームで

汗を流しました。 

  

阿
仁
公
民
館
講
座

■ 申 
■ 問 

阿
仁
公
民
館
　
82-

２
２
２
０
　 

森
吉
公
民
館
講
座

■ 申 
■ 問 

森
吉
公
民
館
　
72-

３
２
５
９
　 

文
化
財
防
火
デ
ー
消
防
訓
練

■ 申 
■ 問 

生
涯
学
習
課
　
62-

６
６
１
８
　 

  

■ 申 
■ 問 

生
涯
学
習
課
　
62-

６
６
１
８
　 

「
国
宝

土
偶
展
」 

　
無
料
入
場
券
プ
レ
ゼ
ン
ト 

■ 申 
■ 問 

中
央
公
民
館
　
62-

１
１
３
０
　 

新
春
「
ジ
ャ
ン
ボ
か
る
た
」
と
「
む

か
し
っ
こ
」
の
つ
ど
い 

　
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し
た
栄

公
民
館
の
フ
ラ
ダ
ン
ス 
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地域で学び、活動する
皆さんを応援します

学びの広場

北秋田市教育委員会


